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岡山歯科技工専門学院の概況

教 育
方 針

「豊かな人間形成の育成」「技術教育の徹底」「学問の研鑽」
の３つを教育方針に掲げ、《歯科医師の良きパートナーは歯科
医師の手で育てよう》をスローガンに一般社団法人岡山市歯科
医師会は昭和４９年に創立しました。
（現在、歯科医師会立校は全国に14校あり内10校が県歯科医師会立）

課 程
学科名

歯科技工専門課程 歯科技工科

修業年限 ２年 (昼間)

入学定員 ２０名

現職員
構 成

学院長・副学院長・学院専務各１名、 講師２５名(歯科医師会
／岡山大学／同窓会)、 専任教員５名、 事務職員２名、
校医１名、 特別授業講師１０名の総勢４６名 3



岡山歯科技工専門学院の沿革

昭和４９年４月(1974)
歯科技工法の規定に基づき厚生大臣指定のもと、
岡山市北区石関町に開学する。

昭和４９年８月(1974)
学校教育法の規定に基づき各種学校の認可を受
ける。

昭和５５年３月(1980)
学校教育法の規定に基づき専修学校の認可を受
ける。

昭和５８年３月(1983) 岡山市北区楢津に新学舎を建設し移転する。

平成７年１月(1995)
文部大臣より専門士（医療専門課程）の称号付
与の許可を受ける。

平成３０年４月(2018) 第４５期生を迎える。（開学４５年） 4
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2018年問題
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本学過去5年間の入学者の状況

入学年度
入学者数
（男・女）

現役者数
（男・女）

既卒者数
（男・女）

超過率
（充足率）

平成26年度 12（7・ 5） ６（３ ・３ ） ６（４ ・２ ） ０.６

平成27年度 18（11・ ７） ９（５ ・４ ） ９（６ ・ ３） ０.９

平成28年度 23（11 ・12） 14（ ４・10 ） ９（７・ ２） １.１５

平成29年度 22（12 ・10） 18（10 ・ ８） ４（２・ ２） １.１

平成30年度 １４（５ ・ ９） 11（４ ・ ７） ３（１ ・ ２） ０.７

計 89（46・ 43） 58（26・32 ） 31（20・11） 平均 0.897



本学広報活動の取り組み

Ａ．岡山県下における大学・短大・専門学校の広報活動は？
Ｂ．全国の技工士学校の専属広報担当者の有・無と

その人数は？ （大学・短大・専門学校）
Ｃ．社会の景気に左右される入学者（新卒者／既卒者）

①高校訪問124校訪問 ②ＡＯ説明会１０回
③ＯＰＣ21回 ④ＮＯＰＣ3回 ⑤小・中対象しごと体験会
⑥リクルート等情報雑誌への掲載 ⑦校内ガイダンス参加
⑧（一社）岡山県専修学校各種学校振興会ガイドブック発刊
とお仕事体験フェスタへの参加 ⑨行政の行事に参加

⑩母体の歯科医師会季刊誌に掲載
⑪歯科医院に学生募集チラシと入試案内の掲示等 8



(一社)岡山県専修学校各種学校振興会主催
お仕事体験フェスタ
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広報活動

（一社）岡山県専修学校各種学校振興会
主催【お仕事体験フェスタ】

平成30年4月28日 10



歯科技工士を誰から教えてもらったか？

入学
年度

入学
者数

自分で
探した

高校の先生
（担任・進路

指導）

家族
（親・兄弟
・親族）

備 考

平成２６ １２ ３ ３ ６ 家族が歯科関係者２名

平成２７ １８ １ ７ １０ 家族が歯科関係者５名

平成２８ ２３ ３ ６ １４ 家族が歯科関係者６名

平成２９ ２２ ２ ３ １７ 家族が歯科関係者３名

平成３０ １４ １ ５ ８ 家族が歯科関係者２名

計 ８９ １０ ２４ ５５ 家族が歯科関係者１８名

自分で探した学生はどこから知り得たか？
◆「仕事一覧」、「職業図鑑」等で検索
し「歯科技工士」を知る。

大半は大人から子供へ
11
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Ｈ14年～H22年の学習指導要綱による週5日制の
「ゆとり教育」で授業を受けた世代 12



学生の特徴

昭和５０年度入学 平成30年度入学

入試スタイル 理系 文系

技術力・器用さ 高い 低い

探究心・独立心
・ハングリーさ

○ ×

自主性・独創性 ○ ×

ＩＴ・デジタル
・CAD/CAM

× ○

近年自立できない学生が増えたように思うが、これは時代背景や
生活環境・家庭環境の影響が大きく学生の質の低下とは思っていない。13
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職業教育とキャリア教育

一定又は特定の職業に従事する

ために必要な知識、技能、能力や

態度を育てる教育。

一人ひとりの社会的・職業的

自立に向け、必要な基盤となる

能力や態度を育てることを通して、

キャリア発達を促す教育。

職 業 教 育
【職業に従事する

ための教育】

キャリア教育
【生涯に渡り自分

らしく生きる

ための教育】
15



岡山歯科技工専門学院の目指す教育

16

①歯科技工士免許証の取得
②臨床に通用する知識と技術の習得
③社会性（人間性）の構築

母体の岡山市歯科医師会の臨床医を中心に岡山大学大学院医歯薬学総合
研究科の先生方、本学同窓会会員により、将来チーム歯科医療の一員とな
れる歯科技工士の養成を目指しています。また教育方針の「豊かな人間形
成の育成」のために各界から講師を招き特別授業を行い、社会性を身につ
けるキャリア教育が必要と考えています。

社会に
通用す
る能力

知 識
技 術

社会性
人間性

家庭で学ぶ
（家族・大人）

学
ぶ
姿
勢

学校で先生からで学ぶ
書籍・研修会で学ぶ



技術教育にもつながる
三つの心得

17読売新聞 （平成24.1.11）
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デジタル化に対する
歯科技工士の教育

デジタル技工が進む
中で、歯科技工士の
必要数は何人か？
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岡山歯科技工専門学院への求人件数と求人総数
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平成29年度 本学就活の状況（６月28日現在）

卒業生数 22名（男10名 女12名） （
一
社
）
日
本
歯
科
技
工
所

協
会
加
入
者
の
求
人
票
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
求
人
票
で

送
ら
れ
て
来
る
。

求職希望者 20名（男9名 女11名）

進学希望者 ２名（男1名 女1名）

就職者 1９名（男９名 女1０名）

活動中 １名（女１名）

求人件数 115件

求人総数 486人

求人倍率 24.3倍 20



学ぶ姿勢の結果と求められるもの

就職活動において顕著に現れる。

求人者側は４０年前も現在も何も変わらない。

良い子が欲しい。

①やる気のある子 ②明るい子 ③真面目な子
④素直な子 ⑤コミュニケーションのとれる子等 21



検討会に期待すること
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歯科医療の重要さ

80-

20
運
動
か
ら
80-

28
運
動
へ 読売新聞（平成21年6月29日）

炎の百三歳児より
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検討会に期待すること
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検討会に期待すること

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

を
短
縮
で
き
れ
ば
、
社
会
保
障

(
医
療
費
、
介
護
給
付
費
）
の
負

担
軽
減
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ

の
期
待
を
歯
科
医
療
が
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
歯
科
業
界

全
体
が
良
く
な
ら
な
い
限
り
、

歯
科
技
工
士
を
目
指
す
若
者
は

増
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
が
日
本
の
歯
科
技
工

士
養
成
機
関
で
学
び
、
歯
科
技

工
士
国
家
試
験
に
合
格
で
き
、

日
本
の
歯
科
技
工
士
免
許
が
取

得
で
き
て
も
在
留
資
格
が
な
く

日
本
で
働
け
な
い
現
状
で
す
。

現
状
に
即
し
た
規
則
を
つ
く

り
、
規
制
緩
和
さ
れ
る
方
向
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
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検討会に期待すること（歯科医師会立学校より）

１．認知度の向上
①文部科学省との連携 『14歳の挑戦』

２．就労環境の改善
３．奨学金制度の設置
４．養成施設へ補助金等の支援
５．その他

①歯科医師の指示のもと業務範囲の拡大
②歯科医院に常勤する歯科技工士の推進
③就業者を登録制にして人材の確保
④良質な歯科医療を提供するために必要な
歯科技工就業者数の調査

26



ご清聴ありがとうございました。
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